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教
授
　
岸
井
貫

強
化
板
ガ
ラ
ス
の
一
種
と
し
て
「
倍
強
度
ガ
ラ

ス
」
が
あ
る
。

　
こ
の
ガ
ラ
ス
は
強
化
度
を
調
整
し
て
、
破
損

し
た
と
き
の
破
片
が
細
粒
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
破
片
に
よ
る
崩
落
を
防
ぐ
も
の
で

あ
り
、
し
か
も
破
壊
強
度
を
高
く
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
強
化
度
は
急
冷
処
理
に
よ
っ
て
表
面
に
作
り

込
ま
れ
る
表
面
圧
縮
応
力
の
強
さ
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
表
面
圧
縮
応
力
を
測
る
こ
と
が
品
質
管

理
と
使
用
上
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
で
あ
る
。

　
従
来
、
表
面
圧
縮
応
力
を
測
る
た
め
に
は
屈

折
計
型
の
表
面
応
力
計
を
使
用
し
て
い
た
が
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－
原
理
上
測
定
に
十
分
な
測

定
感
度
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
回
測
定
感
度

を
高
く
し
た
倍
強
度
ガ
ラ
ス
用
表
面
応
力
計
が

開
発
、
販
売
さ
れ
た
の
で
そ
の
関
連
技
術
等
を

紹
介
す
る
。
　
（
特
許
出
願
中
　
特
願
平10-

4415

）
（
写
真1

）
　
力
が
働
い
て
い
る
ガ
ラ

ス
の
中
を
光
が
通
過
す
る
と
き
、
力
の
方
向
に

振
動
し
て
い
る
光
の
波
と
力
の
方
向
に
直
角
方

向
に
振
動
す
る
光
の
波
と
は
、
ガ
ラ
ス
中
を
進

む
速
さ
が
違
う
現
象
（
光
弾
性
効
果
）
を
利
用

し
て
い
る
。

　
二
つ
の
光
の
間
で
は
、
一
方
が
他
方
よ
り
遅

れ
る
こ
と
に
な
る
。
遅
れ
を
距
離
で
表
し
た
も

の
（
光
路
差
デ
ル
タ
△
）
は
、
力
（F

）
と
光

が
進
ん
だ
距
離
　
（L

）
に
比
例
す
る
の
で
、

△
＝
Ｃ
×
Ｆ
×
Ｌ
　
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
こ

こ
　
でC

は
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
決
ま
る
比
例
定

数
（
ガ
ラ
ス
の
光
弾
性
常
数
）
で
あ
る
。

　
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
沿
っ
て
光
り
を
通
し
て
や

る
と
光
が
進
む
に
従
っ
て
光
路
差
が
始
め
の
零

か
ら
増
え
て
い
く
。
（
図1

）
こ
の
状
況
を
水

晶
楔
を
通
し
て
観
察
す
る
。
水
晶
楔
は
楔
面
の

一
つ
の
縁
か
ら
他
の
縁
に
向
け
て
、
光
路
差
が

小
さ
い
値
か
ら
大
き
い
値
へ
と
、
距
離
と
と
も

に
直
線
的
に
変
化
し
て
い
る
。
光
学
系
は
光
路

差
の
大
き
さ
が
光
源
の
波
長
のN

倍
に
相
当
す

る
部
分
は
暗
い
筋
に
な
っ
て
見
え
る
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。
（
図2

）
　
水
晶
楔
を
通
過

し
て
き
た
光
の
像
の
中
で
は
、
光
の
光
路
差
は

ガ
ラ
ス
表
面
で
の
光
路
差
と
水
晶
楔
で
の
光
路

差
と
の
代
数
和
に
な
っ
て
い
る
。

　
表
面
応
力
が
零
の
場
合
を
考
え
る
と
、
表
面

に
沿
っ
て
走
る
光
の
中
で
は
光
路
差
は
零
、
水

晶
楔
を
通
過
し
て
光
の
光
路
差
は
水
晶
楔
だ
け

で
決
ま
る
く
従
っ
て
、
水
晶
楔
の
光
路
差
が
光

の
波
長
のN

倍
に
相
当
す
る
部
分
だ
け
が
暗
い

筋
に
な
っ
て
見
え
る
。
（
写
真2

）
　
弱
い
力

が
ガ
ラ
ス
表
面
に
働
い
て
い
る
時
は
、
表
面
を

走
る
光
は
距
離
と
と
も
に
比
較
的
小
さ
い
光
路

差
を
発
生
し
つ
つ
進
ん
で
い
る
。
水
晶
楔
を
通

し
て
観
る
と
、
水
晶
楔
の
光
路
差
と
の
代
数
和

がN

倍
の
部
分
が
暗
く
見
え
、
従
っ
て
暗
い
筋

は
少
し
傾
く
。
（
写
真3

）
　
強
い
力
が
ガ
ラ

ス
表
面
に
働
い
て
い
る
時
は
、
表
面
を
通
過
し

た
光
の
光
路
差
が
大
き
い
の
で
、
代
数
和
がN

倍
に
相
等
す
る
部
分
は
水
晶
楔
面
上
で
進
入
位

置
よ
り
大
き
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
な
る
。
従
っ

て
筋
は
大
き
く
傾
く
。
（
写
真
４
）
こ
の
よ
う

に
表
面
に
働
く
力
の
大
・
小
に
従
い
、
視
野
の

暗
い
筋
の
傾
き
も
大
・
小
と
変
わ
る
。
暗
い
筋

の
傾
き
を
定
量
す
れ
ば
、
表
面
の
地
殻
の
大
き

さ
も
定
量
で
き
る
。
装
置
の
感
度
は
屈
折
計
の

場
合20M

N

／m
2

だ
が
倍
強
度
ガ
ラ
ス
用
で
は

1M
N

／m
2

を
可
能
に
し
て
い
る
。



昭
和
二
十
五
年
三
月
　
東
京
大
学
理
学
部
物
理

学
科
卒
業
。

四
月
　
東
京
芝
浦
電
機
（
現
・
東
芝
）
硝
子
技

術
部
（
現
・
東
芝
硝
子
）
入
社
。

三
十
九
年
十
月
　
中
央
研
究
所
へ
転
勤
。（
現
・

総
合
研
究
所
、
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

五
十
八
年
十
月
　
東
芝
硝
子
入
社
。

平
成
元
年
九
月
　
同
社
　
退
社
。

三
年
　
千
葉
工
業
大
学
付
属
研
究
所
非
常
勤
教

授
就
任
。

四
月
　
折
原
製
作
所
　
顧
問
に
就
任
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

昭
和
三
十
大
年
　
東
京
工
業
大
学
よ
り
工
学
博

士
の
学
位
受
領
。

五
十
六
年
十
二
月
　
第
三
三
回
神
奈
川
県
発
明

考
案
展
示
月
刊
工
業
新
聞
社
賞
。

六
十
一
年
　
発
明
協
会
関
東
地
方
発
明
表
彰
。

平
成
元
年
　
化
学
技
術
庁
長
官
賞
受
賞
（
研
究

功
績
者
）
　
現
在
に
至
る
。


